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近年，ウェブサイトは情報発信メディアとして企業・大学のみならず高等専門学校（高専）でもますま

す重要となってきている．特に高専などの教育機関においてウェブサイトは，教育研究活動の情報を受験

者，保護者，地域住民へ提供する役割がある．それを効果的に行うには，情報発信に有効な技術を導入

し，より使いやすいデザインにする必要がある．しかし，ウェブサイトの技術やデザインの進歩は極めて

速いため，必ずしも新しい技術の導入などができるとは限らない．本研究では，主に技術的な側面に着目

し全国高専のウェブサイトの調査を行い，その傾向と問題点を探ることでより良いウェブサイトの制作・

運用のための情報を提供することを目的とする．	
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1.緒言 

 
近年，ウェブサイトは情報発信メディアとして企

業・大学のみならず高等専門学校（以下高専）でも

ますます重要となってきている．当然，教育機関に

おいてもウェブサイトは情報発信する上で重要な手

段であり，小学校，中学校，高等学校を問わず殆ど

の学校が開設を行っている 1)．高専においても，神

崎と萩原による 2015年の調べ 2)では，すべての高

専がウェブサイトを開設していた． 
教育研究機関のウェブサイトには，保護者・地域

社会への教育研究活動の報告，受験者への情報提供

などの役割がある．文部科学省「学校評価ガイドラ

イン」3)では，「ホームページの活用をはじめ広く住

民などに学校に関する情報を通知し，提供するため

の取り組みを行っているか」という点が評価項目と

して挙げられている．さらに，豊福 4)はウェブサイ

トが学校側と関係者との信頼関係形成・維持に効果

があると述べている．また，ネットエイジアリサー

チの「大学選びに関する調査 2014」5)によれば，大

学の情報収集において 62.4%が大学のウェブサイト
を活用しているという調査結果が得られており，大

学受験者対象のアンケート結果ではあるが，受験者

にとってもウェブサイトが重要な情報源であること

が伺える．このように，学校の情報配信する手段と

してウェブサイトの存在は大きく，ウェブサイトの

出来が学校の印象に大きく影響を与える可能性が高

い状況となっている． 
高専では，ウェブサイトの構築と運用はそれぞれ

独自に取り組んでいる．そのため，高専全体として

ウェブサイトの現状がどのようになっているか把握

している管理者は少ないと思われる．筆者らは，高

専のウェブサイトを良くするためには，高専全体と

しての状況を把握する必要があると考える． 
それでは，高専のウェブサイトの現状はどうなの

であろうか．萩原と神崎による先行研究 2)では，全

国 57高専のウェブサイトを調査し優れたウェブサ
イトを探した．この先行研究では，各筆者が全国の



 

 

高専のウェブサイトの中で技術的・デザイン的に優

れたウェブサイトを幾つか評価した．しかし，この

研究により優れた高専のウェブサイトを知ることが

できるが，全国すべての高専のウェブサイトがどの

ような状況なのかを把握するまでには至っていなか

った．そのため，高専のウェブサイトの傾向や共通

して抱える問題点を発見する事ができていない．本

研究では，主に技術的な側面に着目した全国高等専

門学校のウェブサイトの調査を行い，その傾向と問

題点を探ることでより良いウェブサイトの制作・運

用のための情報を提供することを目的とする． 
 
 

2.調査項目 

 
本調査では，現在全国に設置されている 58高専 

(平成 30年 4月開校予定の国際高専を含む) のウェ
ブサイトについて，平成 29年 4月 2日から同年 5
月 25日にかけて次の 8項目を調査した．調査した
項目は (1) HTMLと CSSの記述の適切さ，(2) トッ
プページからのリンク切れ数，(3) CMSの種類・バ
ージョン・ログインファイル・多段階認証，(4) 
SSLへの対応状況，(5) トップページにおけるフォ
ントサイズ，(6) サイト内検索ツールの有無，(7) 
スマートフォンへの対応状況，(8) OGPへの対応状
況である．(1)から(4)までの項目は，ウェブサイト
の技術に関わる調査，(5)から(8)の項目はウェブサ
イトの使いやすさに関わる調査である．これらの項

目を選んだ理由は，外部から調査できること，定量

化し易いこと，良いウェブサイトと関係が高いと考

えたことからである． 
良いウェブサイトの定義は難しいが，一つに閲覧

者にとってユーザビリティが高いウェブサイトが良

いウェブサイトであると考える． JIS Z 85216)で

は，ユーザビリティを「指定された利用者によっ

て，指定された利用の状況下で，指定された目的を

達成するために用いられる際の，有効さ，効率及び

利用者の満足度の度合い」と定義している．ウェブ

サイトの閲覧者からみた有効さは情報の正確さ，効

率は情報の取得のしやすさ・使いやすさ，満足度は

不快にならない操作とデザインと考えれば，それら

を満たすウェブサイトがユーザビリティが高いとい

える．情報の正確さは項目(1)，(2)と，情報の取得
のしやすさは(5)から(8)，不快にならないデザイン
は(1)，(2)，(5)，(8)とそれぞれ関係すると考える． 
また，製作者，管理者から見れば，情報が正確に

閲覧者に伝わり，情報の更新がしやすく，システム

の構築のストレスが少ないものが良いウェブサイト

であるといえるのではないであろうか．情報伝達の

正確さは (1)，(2)，更新の容易さ・システム構築の
ストレスの少なさは (3) に関係するだろう． 
さらに，ウェブサイトのセキュリティも重要であ

る．情報処理推進機構の情報セキュリティ 10大脅
威 20177)では，4つウェブサイトに関係する事項が
含まれており，ウェブサイトのセキュリティ対策は

重要な課題となっている．その 4つの事項は，3位
「ウェブサービスからの個人情報の窃取」，4位
「サービス妨害攻撃によるサービスの停止」，6位
「ウェブサイトの改ざん」，7位「ウェブサービス
への不正ログイン」 である．これらは，調査事項  
(3)，(4) と関わる．	
	

(1) HTML と CSS の記述の適切さ 

HTML (Hyper Text Markup Language) とは，ウェ
ブサイトを記述するための言語である．CSS 
(Cascading Style Sheets) とは，HTMLの体裁を記述
するための言語である．これらの記述に誤りがあっ

た場合，ページレイアウトの崩れ， 検索結果への
不適切な表示，スクリーンリーダーによる不適切な

音声変換などの問題が生じる可能性があり，閲覧者

のユーザビリティに悪影響を与える． 
さらに，HTMLの最新の規格である HTML5は，
従来の規格よりも明確に文書構造を示すことができ

る． HTMLは人間が目にするだけではなく，検索
エンジンなどのプログラムも解読を行う．その際

HTMLの文書構造が明確でなければ，期待する検
索ワードによってウェブサイトがヒットしないなど

の支障が生ずる可能性がある． 
また，HTML・CSSの誤りは，ある程度ブラウザ
により修正されるが，その処理方法はブラウザによ

り異なる．つまり，それらに誤りがあるとブラウザ

によって表示される内容が異なることがある． 
したがって，HTML・CSSを最新の規格に対応さ
せ，それらの記述に誤りが無いことが重要である． 
本研究では，W3C (World Wide Web Consortium)が
提供する HTMLの記述検証サービス W3C Markup 
Validation Service (https://validator.w3.org/) および
CSS の記述検証サービスW3C CSS Validation 
Service (https://jigsaw.w3.org/css-validator/) を用いて
各高専のウェブサイトのトップページが HTML5お
よび CSS3の仕様にどの程度準拠しているか，また
HTMLおよび CSSに間違いがないかを検証した． 
		



 

 

(2) トップページからのリンク切れ数 

各高専のウェブサイトのトップページには多くの

ページへのリンクが張られている．しかし，アクセ

スを試みるも，「ファイルが削除されている」，「サ

ーバへのアクセスができない」といった問題（リン

ク切れ）があった場合，そのウェブサイトの閲覧者

の意欲は削がれる．さらに，リンク切れがあるとウ

ェブサイトの管理が行き届いていない印象を閲覧者

に与え，ウェブサイトの内容の信頼低下を招くかも

しれない．また，リンクはウェブサイトの評価項目

としてあげている研究者がいる．Gehrkeと Turban8)

は成功するウェブサイトのデザイン要素として正確

なリンクをあげている．Hasanと Abuelrub9)は，ウ

ェブサイトの評価基準として正確なリンクをあげて

いる． 
以上のようにリンク切れはウェブサイトの質に影

響を与えると考えられるため，各高専のウェブサイ

トのトップページに張られているリンクのリンク切

れの状況について，W3Cが提供するリンク切れチ
ェックサービスであるW3C Link Checker (https://v
alidator.w3.org/checklink) を用いて検証した． 
	

(3) CMS の種類・バージョン・ログインファイ

ル・多段階認証 

CMS (Contents Management System) とは，ウェブ
コンテンツを構成するテキストや画像などを統合的

に管理し，配信などを行うシステムの総称である．

ウェブサイトに関する専門知識がなくても，ブラウ

ザ上のエディタによってコンテンツの作成や更新を

容易に行うことができるため，様々なサイトで導入

されている．WordPressやMovable Typeなどが有名
である． 

CMSはウェブサイト管理システムとして教育機
関でも有効であることが示されている．森下と東原

は CMSの教育機関への導入による，継続的，日常
的な発信により更新頻度が上がる効果があることを

報告している 10)．また，ウェブサイトの更新の重要

性は各所で指摘されている．例えば，文部科学省

「学校評価ガイドライン」3)では，掲載する情報が

古くならないよう適宜ウェブサイトを更新できるよ

うな体制を整備することが重要であると記されてい

る．また，貝川 11)はウェブサイトで学校の今を即座

に定期的に発信することによって，学校への信頼を

得る力の一つとなると述べている．よって CMSを
導入することで，更新頻度を増やし高専への信頼な

どの向上が期待できる． 

CMSを用いることで容易にウェブサイトを作成
し公開することができる一方で，日常的に多くの脆

弱性が発見されており，常に最新バージョンを利用

することが重要である．2017年 2月 CMSの一つで
あるWordPressの脆弱性により世界中の多くのウェ
ブサイトが改ざんされた 12)．日本でも，茨城県立中

央病院，福井県立病院，筑波大の研究施設など多く

のウェブサイトが改ざんされた 13)．このような被害

の可能性を最小限にするためには，CMSを最新の
バージョンにアップデートし続ける必要がある 14)． 
また，CMSによるウェブサイトの管理はブラウ
ザ上の管理画面から行われる．その管理画面へのロ

グインページのファイル名（WordPressは wp-
login.php，XOOPSは user.php）は，初期状態では世
界共通である．そのため，ファイル名を初期状態の

ままにしておくと，総当たり攻撃の的となり，シス

テムのダウンやウェブサイトの改ざんを許してしま

う可能性が高くなる 15)．そのような事態を起こさな

いようにするために，管理画面へのログインページ

のファイル名は変更すべきである 14)． 
加えて，管理画面へのログインを行う際，ユーザ

IDとパスワードのみによる認証は非常に危険であ
る．その組み合わせが流出した場合，侵入者により

ウェブサイトの改ざんが可能になってしまうからで

ある．そのため，ID・パスワードに加えて，有効期
限が短いセキュリティコードを用いたログイン認証

を行う多段階認証を用いることで侵入者からの改ざ

んを困難にする事ができる．WordPressなどの CMS
においても多段階認証を行うためのプラグインが提

供されており 15)，容易に導入することができる． 
そこで，各高専のウェブサイトの CMSの利用状
況および，CMSの種類，バージョン，ログインペ
ージのファイル名および多段階認証の採用状況につ

いて調査した． 
	

(4) SSL への対応状況 

近年，ウェブサイトの改ざんや盗聴が大きな問題

となっている．それを防ぐ技術の 1つに SSL 
(Secure Sockets Layer) /TLS (Transport Layer 
Security)16) (以下 SSL) がある．SSLはウェブサイト
とブラウザとの間の通信内容を暗号化することによ

り，盗聴を防ぐことができる技術である．SSLは問
い合わせフォームやログインフォームなど個人情報

をやり取りするページで用いられることが多いが，

近年では，W3Cや IETF (The Internet Engineering 
Task Force) などのWeb・インターネット技術の標
準化団体や，Google社を始めとする多くの企業が



 

 

AOSSL (Always On SSL; 常時 SSL) を推奨・推進し
ている 17-21)．AOSSLとは，ウェブサイトにアクセ
スした際，必ず SSLを用いた通信を行うように設
定することである．SSL非対応のウェブサイトで
は，ブラウザ上に「安全ではないウェブサイト」で

あることが表示される，検索結果への表示順位が下

がるなどの措置が取られている 21)．各社・各サー

ビスがこのような対応を取るのは，SSLに対応して
いないウェブサイトを閲覧する場合，通信の盗聴リ

スクが高くなるからである．多くの施設にWi-Fiの
アクセスポイントが設置されているが，暗号化され

ていない通信を行うと，内容が盗聴・改ざんされる

おそれがある．したがって，今後 SSLに対応する
ことは非常に重要になると考えられる． 
そこで，各高専のウェブサイトにおける SSLへ

の対応状況について調査を行った． 
 

(5) トップページにおけるフォントサイズ 

Hassanと Abuelrub9)はウェブサイトのデザインの

質の項目として読みやすいフォントの使用を挙げて

いる．そこで，我々は読みやすいフォントの指標の

一つとしてトップページのメインコンテンツのフォ

ントサイズを調査した．なお，フォントサイズが 
em，%，rem等で指定されている場合も pxに換算
して調査を行った． 

 
(6) サイト内検索ツールの有無 

Gehrkeと Turban8)は，効果的にコンテンツへ誘導

なければ，利用者は混乱し，迷い，苛立ちを覚える

と述べている．教育研究機関のウェブサイトはコン

テンツが膨大であり，情報を適切に探し出すことは

非常に困難である．そのため，効果的にコンテンツ

を探す仕組みが必要となる．Gehrkeと Turban8)は，

効果的なコンテンツの誘導方法の一つとしてサイト

内検索を挙げている．サイト内検索ツールを導入す

ることで，利用者が容易に情報を探し出すことがで

きる．そこで，各高専のウェブサイトにおいて，サ

イト内検索ツールが導入されているかどうかを調査

した． 
 

(7) スマートフォンへの対応状況 

総務省情報通信政策研究所による「平成 27年情
報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調

査」22)によれば，日本のスマートフォンの利用率が

68.7%であった．特に 10代のスマートフォン利用
率は 82%となっていた．そのため，10代の利用者
が多いと考えられる高専のウェブサイトがスマート

フォンに対応していることは非常に重要である．そ

こで，各高専のウェブサイトをスマートフォンで閲

覧した際にスマートフォンに最適化されたレイアウ

トで表示されるかどうかの調査を行った． 
	

(8) OGP への対応状況 

インターネットを用いた情報発信には，ウェブサ

イトだけではなくソーシャルメディアもよく利用さ

れる．総務省情報通信政策研究所による「平成 27
年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する

調査」22)によれば，日本でソーシャルメディアを利

用している人の割合が 76.5%となっており，情報発
信ツールとして無視できない存在となっている．そ

れに伴い，情報をシェアする文化も広がっている．

OGP (Open Graph Protocol) 23)は，URLが SNSでシ
ェアされた際に，そのページのタイトル・概要・画

像を表示させる取り決めである．図-1に OGPの例
を示す．OGPに対応するためには，HTML中に決
められたタグを記載する必要がある．各高専のウェ

ブサイトにおける OGPの対応状況を調査した． 

 

 

3. 調査結果 
	

(1) HTML と CSS の記述の適切さ 

トップページの HTMLの記述に誤りがない高専
は 3.45%であった．よく見られた誤りの一つが，
<div>のような開始タグの数と</div>のような終了
タグの数の不一致である．正しく記述された

HTMLでは，開始タグに対応する終了タグが必ず
存在するため，それぞれの数は一致する．しかし，

開始タグしか無い，もしくは終了タグが多いなどの

単純な誤りがあり，それぞれの数が一致しないサイ

トが多くあった．また，最新の規格 (HTML5・
CSS3)では非推奨になっているもしくは仕様から削
除された fontタグ 24)などのタグを利用しているウ

ェブサイトが複数存在していた． 

図-1 Twitterにおける OGPの表示例 



 

 

トップページの CSSの記述に誤りがない高専は
12.1%であった．CSSの誤りの例としては，CSSの
記述中に paddingを pading, marginを merginと綴っ
ているなどの綴りの間違いが多かった． 

HTML・CSSの記述に誤りが生じた原因の一つと
して，HTML・CSSの手作業による入力がある．手
作業による入力では，直接 HTML・CSSタグを書
くため，綴りの間違いや終了タグの忘れなどの単純

な誤りが起きやすい．このような単純な誤りは，学

校のニュース記事など更新頻度が高い箇所で頻繁に

見られた．また，CMSのテンプレートの記述の誤
りによりウェブサイト全体に同じタグの誤りがある

ウェブサイトも多数存在した．  
この結果は多くの高専のウェブサイトが閲覧する

デバイスやブラウザによって表示が異なっているこ

とを示す．言い換えれば，高専のウェブサイトの多

くは製作者の意図していない表示が行われており，

閲覧者の情報収集に支障をきたしている可能性があ

るということである． 
	

(2) トップページからのリンク切れ数 

学内専用ページへのリンクなどを除くと，56.9%
のウェブサイトのトップページにリンク切れが存在

した．その個数は，リンク切れのあった高専 1校あ
たり平均 4.15個であった． 

 
(3) CMS の種類・バージョン・ログインファイ

ル・多段階認証 

CMSを利用していない高専は 46.6%であった．
また，全国高専のうち，WordPressを利用している
高専が 39.7%，XOOPSが 3.4%，Joomla!が 3.4%，
その他 6.9%であった（図-2）． 

CMSのバージョンについて調査したところ，調
査日時点で最新バージョンを利用していたのは，バ

ージョンが確認できる 23高専のうち 43.5%であっ
た．先に述べた通り，CMSには日々多くの脆弱性
が発見されており，その脆弱性は全て公開されてい

る．したがって，常に最新のバージョンを利用して

いない高専のウェブサイトは危険な状態であると言

える． 
また，CMSの管理画面へのアクセス可否につい

て調査したところ， wp-login.php や user.phpとい
うファイル名でアクセスできる高専が CMSを利用
している 31高専のうち 65%であった．加えて，ユ
ーザ IDとパスワードの組み合わせのみでログイン
できるようになっている高専は前述の管理画面にア

クセスできる高専のうち 80%であった． 

wp-login.php や user.phpというファイル名で
CMSの管理画面にアクセスできる場合，攻撃の対
象となる．該当する高専は早急にファイル名の変更

をしたほうが良いだろう．また，今回の調査で多段

階認証の普及が進んでいないことが分かる．多段階

認証は不正アクセスに対し有効な技術であり，

Googleを始め様々なサービスで導入されている．
高専のウェブサイトの CMSにも導入が望まれる． 

 
(4) SSL への対応状況 

全体の 17.2%が AOSSLに対応していた．他に
12.1%が SSL通信に対応していたが，一部コンテン
ツが SSL通信に対応していないサーバから読み込
まれており，自動的に SSL通信を行うことができ
ていなかった（図-3）． 

 
問い合わせフォームを設置しているウェブサイト

は個人情報をサーバへ送信するため，SSLへの対応
が必須であるが，問い合わせフォームを設置してい

る 25高専のうち，SSLに対応していない高専は
68.0%であった．なかには SSLに対応しているが
SSL証明書が失効しているウェブサイト 1件があ
り，それは SSL非対応とした．SSLの対応はウェ
ブサイトのセキュリティ向上のため必要であるた

め，早急な対応が望まれる． 
 

図-3 SSL対応状況 
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(5) トップページにおけるフォントサイズ 

トップページのメインコンテンツにおけるフォン

トサイズの分布は図-4の様になった．フォントサ

イズの平均は 13.34pxであった．Google社は 16px
を基本のフォントサイズとして指定することを推奨

しており 25)，高専のウェブサイトは推奨されるフォ

ントサイズよりも小さいものが使われていることが

分かった． 
加えて，トップページとそれ以外のページでフォ

ントサイズが異なる高専や，サイトマップのフォン

トサイズが 9.6px程度の高専など，トップページの
メインコンテンツ以外のフォントサイズが適切とは

いえない高専も存在していた． 
フォントサイズはウェブコンテンツの可読性に直

接影響を与える．読みやすいウェブページを目指す

ためには，より一層利用者に配慮したフォントサイ

ズを選択する必要があるかもしれない． 

 
(6) サイト内検索ツールの有無  

全体の 67.2%がサイト内検索を設置していた．高
専のウェブサイトの多くがサイト内検索を設置して

おり，高専のウェブサイトの利用者は効率的に目的

のコンテンツを探せるだろう． 
 

(7) スマートフォンへの対応状況 

全体の 41.4%がスマートフォンへの対応を行って

いた．しかし，日本のスマートフォン利用率を考慮

すると十分であるとは言い切れない． 
	

(8) OGP への対応状況 

OGPに対応しようと試みている高専は 5.2%のみ
であった．しかし，OGPの設定がいずれも適切で
はなく，画像が表示されない，表示される画像が高

専名のごく一部が拡大されており意味をなしていな

い，全てのページで同一の表示になっているなどの

不具合が生じていた．図-5は画像が表示されてい

ない例である． 
OGPは LINE，Twitter，Facebookなどで活用され
ており，SNSで高専をアピールするためには導入
がより進むことが望ましいと考える．しかし，適切

な表示がされなければ高専の印象を悪くする恐れが

あるため，利用するのであれば出力結果を確認し意

図通り表示されていなければ修正すべきであろう． 
 

 
4．結論・議論 

 
本研究では，すべての高専のウェブサイトを調査

し，主にそれらに利用される技術的な現状を調べた．  
高専のウェブサイトには HTML・CSSの記述の
誤りとリンク切れが多く見られた．HTML・CSSの
記述が正確でリンク切れが無いことはウェブサイト

として最低限満たすべき事柄である．このような基

本的な技術的不備は早急に解決すべきである． 
多くの HTMLの記述の誤りは CMSを利用するこ
とで防止できる．なぜならば，CMSでコンテンツ
を作成する場合，利用者は CMSに搭載されたコン
テンツ編集ソフト（WYSIWYGエディタ）を用い
るため直接 HTMLを書く必要が無いからである．
しかし，CMSも用いたとしても HTML・CSSの誤
りは完全には防止できない．なぜならば，ウェブサ

イトのデザインの元となる HTML・CSS（テンプレ
ート）の記述に誤りがある場合，たとえ CMSを用
いたとしてもウェブサイト全体に HTML・CSSの
記述の誤りが生じる．HTML・CSSの記述の誤りと
リンク切れの問題を完全に回避するためには，ウェ

ブサイトを構築したら HTML・CSSの記述検証サ
ービスとリンク切れ検証サービスでそれに問題が無

いことを確認することが必要である． 
一方で，CMSは便利である反面，そのシステム
の更新を怠ると外部からの攻撃を受け，最悪の場合

ウェブサイトの改ざんなどの被害にあう可能性があ

る．CMSを用いる場合はそのシステムを常に最新
に保ち，既知の脆弱性に対処する必要がある． 

図-4 フォントサイズの分布 
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そのため，小規模で更新頻度が低いウェブサイト

では，CMSの更新のしやすさよりも，運営にかか
る負担の方が大きくなることが考えられる．そのよ

うな場合は，ウェブサイト全体を静的なコンテンツ

として配信するのが適当だと思われる．ただし，

HTML・CSSの記述を誤らないように細心の注意を
払う必要がある． 
問題が見つかった一方で，本研究の調査項目では

表せない優れた取り組みを行う高専もあった．優れ

た取り組みの一つにウェブサイトのデザインの工夫

がある．デザインの工夫の例として，スクールカラ

ーやロゴを策定し，それを基にした統一感のあるウ

ェブサイトの作成がある 26)．統一感のあるウェブサ

イトを構築することで学校のアイデンティティが閲

覧者に伝わりやすくなっている．また，画面いっぱ

いに画像や空撮映像を表示するなどして見た目に楽

しいウェブサイトも増加している． 
本研究で高専のウェブサイトには様々な課題があ

ることが分かった．人的金銭的リソースが限られた

高専ではウェブサイトの改善は後回しになりがちだ

と考えられるが，そのような状況でも HTML・CSS
の記述誤りなどのウェブサイトの基盤に関わる問題

は早急に解消していかなければならないだろう． 
ウェブサイトの構築・運営に関する最適な手法を

一つに決めることは難しい．サイト構築・運営者が

ウェブサイトの目的と運営環境に応じて最善の手法

を探る必要がある．本論文の結果が高専のサイト構

築・運営者の参考になれば幸いである． 
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Current state and issues of Kosens’ websites found from surveys of all Kosens’ websites 

 

Ryosuke HAGIHARA, Takuto KANZAKI and Kazuhisa FUJITA 
 

Nowadays, websites become more important not only for companies but also for universities and 
Kosens as information dissemination media. For Kosens, websites play important roles such as security of 
more examinees, report on educational activities to parents and local residents, and widely communicate 
research results. To effectively do them, it is necessary to use effective technology for information 
transmission and to make a website with user-friendly and new-fashioned designs. Because development 
of its technology and evolution of its design is fast, not all web engineers can adopt new stylish designs and 
new technologies. In this study, we assay the websites of all Kosens on the technical view and find features 
and problems of the websites. The results of our study will provide suggestions to make the websites better.	


